
第4回彦根市シティプロモーション
戦略策定委員会

議 題

戦略の骨子について

① アクションプランについて

② 推進体制について

③ ターゲットについて

平成30年11月16日（金）



戦略の柱 2019年 2020年 2021年

・市民がまちの魅力発信や課題解
決に対して、積極的にトライする
ことを促す環境づくり
・様々な主体がそれらの活動を応
援（伴走）できる仕組みづくり

・市民の活動や地域に対する想い
が表現され、その熱が新たな層に
伝播する場づくり
・同じ想いを持った仲間が出会い、
活動にイノベーションを起こす場
づくり

・熱を帯びた市民の取組みによっ
て変化しつつある彦根市の様子や、
彦根市の持つ「風格」を、市内外
にリーチさせる情報発信

協働
（共走・共創）

熱を伝える
場づくり

共感を生む
情報発信

• 今年度の「市民ワーキング会議」からの
発展チームによる継続的なシティプロ
モーションの議論と、具体的なプロジェ
クトの企画検討を行う。

→市民主導による新たなまちづくりや市民活
動創出のきっかけづくり

• 活動に共感する人が気軽に参加・応援できる仕
組みづくり

→関係人口の増加
市民活動の新たな資金調達
（自走できる仕組みづくり）

• 彦根市に関わる様々な人々が集い、自分
の思い描く未来についてプレゼンテー
ションを行う参加型イベント。世界遺産
都市のあり方や、彦根市の持続的な発展
などについて、多様な意見を交わしあい、
新たな展開に向けた場づくりを行う。

→市民の共感・感謝（応援）・参画意欲の
獲得

→2年目以降は校区別や高校生を対象したものなど、新たな参加者獲得に留意する。

• 地域版の未来フェスや市民会議などを企画・運
営、市民団体間の調整ができる人材の育成

→市民の参画意欲醸成
地域の自発的な担い手づくり
（自走できる仕組みづくり）

• 市公式WEB、広報ひこね及びSNSによる情
報発信（市民の取組の様子を定期的に情報
発信）

• SNSを活用し市民の視点で魅力を発信でき
る仕組みづくり（#lovehiko）を加速化

→市民の共感・感謝（応援）意欲の獲得

市民による情報発信媒体の運営
※「協働」の成果として
→市民の共感・参画意欲の獲得
市民による自発的な情報発信
（自走できる仕組みづくり）

（仮称）彦根市シティプロモーション
推進会議の設置・開催

市民応援体制の構築
Ex. ガバメント・クラウドファンディング（GCF）

（仮称）彦根未来フェスの開催

（仮称）「地域の熱伝導士」育成

市の広報媒体を活用した情報発信

市民主導の情報発信促進

次々と立ち上がる新たな取組
に対して、市民等が参画・応
援できる仕組みが出来上がっ
ている状態。

市民が、彦根の未来に対する想い
を表現し、他の市民からの共感や
評価を得られる場所が出来ており、
マスコミ等からの関心も高まって
いる。
また地域ごとに未来志向イベント
が企画されつつある状態

市民の取組が市の広報などを通じて随
時発信され、公にも評価されている。
また、市民独自の情報媒体が行政との
協働により運営されている状態

① アクションプランについて



（仮称）彦根市シティプロモーション推進会議
（CP推進会議）

2018市民ワーキン
グ会議メンバー

＋α
彦根市

（シティプロモーション推進課）

• 市民主導型プロジェクトの企画・実施
→ 新たな活動主体の創出
→ 多様な活動主体との協働（共創・共走）

• 熱を伝える場づくり
→ 多様な活動主体の発掘
→ 活動主体とのネットワークづくり

• 公的な情報媒体での発信
• 市有施設の利用調整
• 庁内関係部署との調整

彦根市シティプロモーション推進課

• 戦略の進捗管理
• 成果指標の評価・検証
→ 戦略の見直し検討

多様な活動主体

＜市内＞
市民（個人）
市民団体
NPO
学校
企業
各種団体

連携協定

② 推進体制について

＜市外＞
個人
企業
各種団体

（県人会など）

協働
（共創・共走）



③ ターゲットについて
（各ターゲットに対するアクション）

高い

低い

町を良く
したい熱

ターゲット①

ターゲット②

ターゲット③

ターゲット④
（その他の市民・観光客・県外在住者）

ターゲット① 彦根に魅力と誇りを強く感じ、地域活動などを
実施または参画している。

ターゲット② 彦根に魅力と誇りを感じており、機会があれば
地域活動などに参加したいと思っている。

ターゲット③ 彦根のまちづくりなどにあまり興味はないが、
地域のために活動している人は応援したいと思っている。

ターゲット④ 彦根は魅力のある町だと思っているが、
まちづくりにあまり関心がない。

＜ペルソナ＞35歳男性

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・。

＜ペルソナ＞28歳女性

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・。

協働
（共走・共創）

熱を伝える
場づくり

共感を生む
情報発信

CP推進会議との連携要請
ネットワーク形成

場づくりイベントへの参加
要請（取組紹介・まちの未来
に対する想いを表現・他の取
組の熱を感じてもらう）

公的媒体での取組紹介と
フィードバック

協働
（共走・共創）

熱を伝える
場づくり

共感を生む
情報発信

各活動主体の取組紹介（広報・ WEB/SNS)
SNS（#lovehiko）を活用した発信協力要請

協働
（共走・共創）

熱を伝える
場づくり

共感を生む
情報発信

協働
（共走・共創）

熱を伝える
場づくり

共感を生む
情報発信

CP推進会議への参加要請

各活動主体の取組紹介（広報・WEB/SNS)
SNS（#lovehiko）のフォロー要請

GCF（ｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄ・ｸﾗｳﾄﾞ・
ﾌｧｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）の紹介

場づくりイベントへの参加
要請（熱を感じてもらう）

SNS（#lovehiko）のフォロー要請
各活動主体の取組紹介（WEB/SNS）

【市内】参画意欲度：10（3.0％）

【市内】参画意欲度：8 or 9（9.6％）

【市内】感謝意欲度：8～10（61.5％）

【県外】推奨意欲度：6～10（28.1％）

GCF（ｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄ・ｸﾗｳﾄﾞ・
ﾌｧｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）の紹介

【市内】推奨意欲度：6～10（52.3％）

場づくりイベントへの参加
要請（まちの未来に対する想
いを表現・他の取組の熱を感
じてもらう）

場づくりイベントへの参加
要請（熱を感じてもらう）

＜ペルソナ＞56歳男性

彦根に生まれ育ち、自営業を営んでいる。
最近、息子が家業を承継してくれることが
決まった。以前から社会奉仕活動などに率
先しているが、・・・・・・・

＜ペルソナ＞38歳女性
10年前に結婚を機に夫の実家がある彦根に
移住。市南部の夫実家近くに、戸建て住宅
を購入し、夫と2人の子ども（小学5年生・
女と小学3年生・男）の4人暮らし。
地域の行事は煩わしさもあるが、同世代の
ママ友も多く、人とのつながりの中で自然
を感じながら子育てできていることに満足
している・・・・・・・・・・・・・・


